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2019年（令和元年）7月①

　
令
和
元
年
度
南
区
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
総
会
を
５
月
９
日

（
木
）、
ア
ミ
カ
ス
に
て
開
催
し
、

構
成
委
員
1
6
8
名
中
、
委
任

状
33
名
を
含
む
1
5
8
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
「
名
誉
会
員
之
証
」

の
贈
呈
や
「
会

員
増
強
運
動
特

別
賞
」
の
授
与

が
行
わ
れ
、
会

場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
有
川

区
長
か
ら
「
健

康
づ
く
り
や
多

彩
な
催
し
を
通

し
て
、
地
域
で

高
齢
者
の
中
心

的
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
へ

の
敬
意
と
、
今
後
と
も
南
区
の

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
へ

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の

ご
祝
辞
（
代
読
）
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
玉
川
校
区
の
諸

熊
昌
晴
氏
を
議
長
と
し
、
平
成

30
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告

お
よ
び
監
査
報
告
、
平
成
31
年

度
事
業
計
画
（
案
）、
お
よ
び
予

算
（
案
）
の
提
案
が
行
わ
れ
、

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
総
会
で
は
、
西
村

前
会
長
よ
り
バ
ト
ン
を
受
け
た

森
山
忠
明
新
会
長
率
い
る
新
た

な
役
員
体
制
の
も
と
令
和
元
年

に
ふ
さ
わ
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
が
よ
り
一
層
、
活
気

あ
ふ
れ
る
ク
ラ
ブ
へ
と
飛
躍
す

る
こ
と
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

森山会長あいさつ

議事にて活発な質疑応答

名誉会員表彰

令
和
元
年
度 

総
会
開
催

森
山
忠
明
新
会
長
の
も
と

 「
令
和
」
新
時
代
の
幕
開
け
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平成 31 年度 月別事業計画

月 日 曜 行　　事　　名 会場など

4 23 火 運営委員会　① 南市民センター

5
9 木 総会・会長研修会 アミカス・ホール

23 木 福岡市老人クラブ連合会総会 福岡市民会館

6
14 金 囲碁・将棋大会 アミカス・ホール

18 火 運営委員会　② 南市民センター

7

10 水 演芸大会 南市民センター・ホール

25 木 福岡市高齢者囲碁・将棋大会 ふくふくプラザ

27 土 シニア祭り アミカス・ホール

下旬 「南区シニア連だより」発行

8 20 火 運営委員会　③ 南市民センター

9

4 水 福岡市高齢者保健福祉大会 福岡市民会館

6 金 ボウリング大会 大橋シティボウル

15 日 「老人の日」老人週間(15～21日) 区域内

20 金 「社会奉仕の日」 区域内

10

7～10 月〜木 グラウンド・ゴルフ大会 桧原運動公園

15～20 火〜日 福岡市高齢者美術展 福岡市美術館

30 水 福岡市高齢者グラウンド・ゴルフ大会 舞鶴公園

下旬 那珂川交流ウォーキング大会 那珂川流域

11

13～15 水〜金 ダーツ大会 アミカス・ホール

19 火 カラオケ祭り 南市民センター・ホール

28 木 運営委員会　④ 南市民センター

12 下旬 「南区シニア連だより」発行

1 24 金 運営委員会　⑤ 南市民センター

2
4 火 福岡市高齢者ソフトダーツ大会 福岡市市民体育館

19 水 事業説明会・リーダー研修会 アミカス ・ホール

3
上旬 施設見学会 未　定

19 木 運営委員会　⑥ 南市民センター

※網かけは、市老連主催の事業です。

会長・副会長を務め、ご退任された方
または運営委員を4年以上務め、ご退任された方

校 区 氏　名 備　考

筑紫丘 西村  大戸志 前南区シニア連会長

老　司 肥山 　 常幸 運営委員として6年

西高宮 佐藤  三喜子 運営委員として6年

弥永西 稲永  寛一郎 運営委員として4年

　南区シニアクラブ連合会施行
規則第 4条第 2項に基づく名誉
会員の推薦基準により、この度、
次の方が名誉会員になられました。

西村大戸志氏

名誉会員

単位クラブ（会員が5名以上純増したクラブ）

校 区 クラブ名 会長名

塩　原 塩原第11清心会 村上　 忠道

西高宮 平和第一福寿会 堀川　 武彦

長　丘 シニアクラブ桜寿会 植田 由美子

横　手 横四睦み会 藤本 　哲良

曰　佐 曰佐明生クラブ (4-1) 内野　 研一

曰　佐 曰佐１丁目明生クラブ 藤　　 貞夫

野多目 ふれあいクラブ 伊藤　 楠男

西花畑 わくわく倶楽部 亀川　 清志

　「会員増強運動特別賞」表彰要領の規定に基づき、
次のクラブが表彰されました。

会員増強運動 特別賞

（敬称略）
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１．「健康・友愛・奉仕」
　老人クラブの根幹を成す「健康・友愛・
奉仕」の全国三大運動を引き続き推進
していきます。

２．会員増強
　会員のニーズに合わせた事業展開や、
後継者の育成、若年層への働きかけ等
の方策を検討していきます。

３．開かれた魅力あるシニアクラブ
　市民参加の各事業を実施し、魅力あ
るシニアクラブ運営をすることで、多
くの方々にシニアクラブの意義や目的
を理解していただき、仲間の輪が広が
るよう努めていきます。

令和元年度　役員一覧

ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　
魅
力
的
な
ク
ラ
ブ
へ

南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長
　
森
山
　
忠
明

　

西
村
会
長
の
後
を
受

け
、
こ
の
た
び
南
区
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
森
山
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
連
合
会
は
「
単
位
ク

ラ
ブ
数
」「
会
員
数
」
と

も
、
市
内
７
区
で
ト
ッ
プ

を
誇
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
般
、
役
員
の
後
継
者
不

足
や
若
年
層
の
入
会
者
の

低
迷
な
ど
を
要
因
と
し

て
、
会
員
の
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
非
常
に

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

　

先
人
が
築
い
て
こ
ら
れ

た
誇
り
あ
る
当
連
合
会
の

維
持
、
発
展
の
た
め
、
会

員
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た

事
業
の
展
開
や
後
継
者
の

育
成
な
ど
、
会
員
数
の
増

加
、
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
具
体
的
な
方
策

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
方
の

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

役　職 氏　名 校　区 兼　務
会　　長 森山　 忠明 三　宅

副 会 長
松田　 紀久 鶴　田
久光 　春枝 花　畑 女性部長

会　　計 行友 ハルミ 大　楠 女性部副部長

監　　事
緒方 　達郎 塩　原
黄田 　豊子 弥永西

運営委員

諸熊　 昌晴 玉　川
緒方 　達郎 塩　原
服部 　智城 大　楠
式町 　寿夫 西高宮
山本 　信行 玉　川
緒方 　達郎 若　久
山﨑 　　巍 大　池
舩越 　宏幸 東若久
武田 　文雄 長　住 盛年部副部長

役　職 氏　名 校　区 兼　務

運営委員

古賀 　　勲 西長住
服部 　智城 大　楠
西村 大戸志 筑紫丘
本山　 邦廣 横　手
藤　 　貞夫 曰　佐
森　 申二郎 高　木 盛年部部長
田中 　　茂 宮　竹
白石 　明男 野多目
菅沼 　三男 弥　永
黄田　 豊子 弥永西
吉田 東二郎 老　司
柴田 　慶治 柏　原
志方 　通晴 花　畑
美濃部 祥治郎 西花畑

　役員の任期（２年）満了に伴い、南区シニアクラブ連合会会則（以下「会則」という）
第６条２項に基づき、平成31年４月24日開催の運営委員会において、新役員が選任されました。

運 営 方 針 就
任
あ
い
さ
つ
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（４） 優良老人クラブ表彰被表彰者（単位老人クラブ） － （7クラブ）　
（設立 5年以上の単位老人クラブでその活動が優秀で、他の範と足りる）
地区名 単位老人クラブ名 会員数 会長名 結成年月日
鶴　田 老司ゆうゆう会 40 野中  澄子 昭和 60年 4月 1日
大　池 寺塚 2丁目 2区シニアクラブ会 74 山崎　　巍 昭和 60年 4月 1日
鶴　田 鶴田団地シニアクラブ 73 秋吉　暢子 昭和 60年 4月 1日
老　司 老司第七親和会 35 山地　禮子 昭和 62年 4月 1日
玉  川 第 10老人クラブ 26 明永　豊重 平成元年 4月 1日
長  住 長住寿一会　第三寿一会 34 西田　一弘 平成元年 4月 1日
横　手 横四睦み会 55 藤本　哲良 平成元年 4月 1日

令和元年度 表彰受賞者紹介 南区シニアクラブ連合会より以下の方々が
表彰を受けましたのでご紹介いたします

福岡市老人クラブ連合会会長表彰被表彰者

（1）老人クラブ育成功労者被表彰者（市老連役員）－（1名）
（役員を２年以上在職し、その職を退いた者）
地区名 氏　　名 在職年数 役職名
筑紫丘 西村 大戸志 ６年 理事

（３） 老人クラブ育成功労者被表彰者（地区（校区）女性部長）－（1名）
（地区（校区）女性部長として 5年以上在職し、
女性部の育成発展に尽力した者）
地区名 氏　名 在職年数 単位老人クラブ名
大　楠 行友　ハルミ ５年６月 第２結クラブ

（2）老人クラブ育成功労者被表彰者
（単位老人クラブ会長）－（ 18 名）
（単位老人クラブ会長として、５年以上在職し、
老人クラブの育成発展に尽力した者）
地区名 氏　　　名 在職年数 単位老人クラブ名
長　住 田中　利昭 5年 長住寿一会　第二寿一会
高　木 大澤　　武 5年 高木町サンクラブ
東若久 山下　和彦 5年 二区若久会
大　楠 立木　松雄 5年 第２結クラブ
塩　原 戸田　藤枝 5年 第２清友会
弥永西 新飼　　浩 5年 弥永町第 1老人クラブ
弥永西 稲永 寛一郎 5年 弥永町第 2老人クラブ

大　池 奥　　正継 5年 寺塚みどり会
三　宅 的野　福實 5年 和楽路会
野多目 宮城　邦雄 5年 元気クラブ
老　司 松永　　茂 5年 第一親和会
老　司 吉田 東二郎 5年 千歳会
東花畑 長野 麟太郎 5年 桜ヶ丘老人クラブ
鶴　田 溝内　政文 5年 柏原いずみ会
鶴　田 秋吉　暢子 5年 鶴田団地シニアクラブ
玉　川 明永　豊重 5年 第10老人クラブ
東花畑 山中　　勉 5年 自由ヶ丘なごみクラブ
玉　川 諸熊　昌晴 5年 玉川校区第 12老人クラブ

おめでとうございます

　このたび、5月 23日（木）に開催された
福岡市老人クラブ連合会第 46回通常総会に
おいて、以下の方々が長年の功績を称えられ、
表彰を受けました。
　誠におめでとうございます。今後の皆様の
さらなるご活躍を心よりお祈りいたします。

※（敬称略）
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5
月
9
日
（
木
）、
ア
ミ

カ
ス
に
て
開
催
し
た
総
会
終

了
後
に
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長

を
対
象
と
し
た
会
長
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
福
岡
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
黒
田
清
事

務
局
長
よ
り
、
日
本
の
高
齢

者
数
の
動
向
や
福
岡
市
の
老

人
ク
ラ
ブ
の
現
状
・
課
題
、

お
よ
び
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い
て
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
前
南
区
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

長
の
雨
あ
が
り
亭
鱧
音
氏
を

南
区
シ
ニ
ア
連
通
信

お
招
き
し
、
落
語
「
井
戸
の

茶
碗
」
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

小
気
味
い
い
語
り
口
で
テ

ン
ポ
よ
く
繰
り
出
さ
れ
る
噺

に
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
夢
中

に
。
落
語
の
笑
い
は
、
心
を

明
る
く
華
や
い
だ
も
の
に
す

る
た
め
、
ス
ト
レ
ス
も
発
散

で
き
ま
す
。
笑
い
を
日
々
の

生
活
に
取
り
入
れ
、
心
身

と
も
に
健
康
で
い
る
た
め

に
も
、
明
日

へ
の
活
力
に

し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

笑いが生きる活力に会長研修会

福岡市老連
黒田事務局長

雨あがり亭鱧音氏

〒 810-0062
福岡市中央区荒戸 3丁目 3番 39号　
市民福祉プラザ内福岡市老人クラブ連合会事務局
（TEL 092-713-1340・FAX 092-713-0157）

《宛　先・問い合わせ先》

◆部門： （1）洋画 （2）日本画 （3）書 （4）写真 （5）工芸
◆対象：市内居住の60歳以上のアマチュア
◆募集期間：8月15日（木）～9月15日（日)　当日消印有効
◆展示：10月16日（水）～10月20日（日）　福岡市美術館

【申込み方法】
「往復はがき」に下記の事項を楷書でご記入ください。
①氏名（ふりがな） ②生年月日 ③住所 ④電話番号 
⑤所属老人クラブ名 ⑥出品部門名 
⑦作品の題名（ふりがな）

◎作品搬入　10月15日（火）午前10時30分～11時30分
◎作品搬出　10月20日（日）午後5時30分～6時30分

《第49回福岡市高齢者美術展》

作品募集のお知らせ
昨年度

開催時の様子
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博多どんたく　南区演舞台

　

6
月
14
日
（
金
）、

ア
ミ
カ
ス
に
て
第

44
回
南
区
シ
ニ
ア

囲
碁
・
将
棋
大
会
を

開
催
し
、
今
回
も
各

校
区
か
ら
推
薦
さ
れ

た
67
名
が
集
い
、
盤

上
で
の
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
森
山
会

長
か
ら
「
南
区
は
市

の
大
会
で
も
毎
年
優
勝
者

を
出
す
な
ど
輝
か
し
い
成

績
を
収
め
て
お
り
、
今
年

も
日
頃
鍛
え
た
実
力
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
て
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
い
よ
い

よ
対
局
が
ス
タ
ー
ト
。

　

対
局
が
始
ま
る
と
会
場

は
静
ま
り
返
り
、
碁
や
駒

の
音
だ
け
が
響
い
て
い
ま

し
た
。

　

今
大
会
で
上
位
入
賞
さ

れ
た
方
が
、
南
区
代
表
と

し
て
7
月
25
日
（
木
）
開

催
の
市
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。

囲
碁
の
部三・四段の部

優　勝 石松 　政規 老　司
準優勝 桝田 　博雄 柏　原
第３位 松本 　千里 若　久

初・二段の部

優　勝 入江 　滿志 東花畑
準優勝 安部 　　直 弥永西
第３位 長堀 　明生 弥　永

優　勝 西山　 　宰 野多目
準優勝 片峰　 建二 花　畑
第３位 松永 　隆嘉 玉　川

五段以上の部

優　勝 市山 　敏郎 西高宮

級位の部

段位の部

優　勝 小川 　富治 弥　永
準優勝 深見 與八郎 西長住
第 3位 休場 　　進 花　畑

級位の部

優　勝 小島 　俊雄 柏　原
準優勝 小川 　　洋 野多目
第 3位 佐藤 　久人 玉　川

将
棋
の
部

囲碁・将棋大会

　

5
月
4
日
（
土
）
に
西

鉄
大
橋
駅
西
口
広
場
に
て

開
催
さ
れ
た
第
58
回
福
岡

市
民
の
祭
り
「
博
多
ど
ん

た
く
港
ま
つ
り
」
の
南
区

演
舞
台
に
、
南
区
シ
ニ
ア

連
か
ら
も
2
チ
ー
ム
が
出

演
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
南
区
シ
ニ
ア

演
芸
大
会
で
の
最
優
秀
賞

チ
ー
ム
「
若
久
園
三
味
線

サ
ー
ク
ル
」
の
見
事
な
三

味
線
合
奏
と
、
優
秀
賞

南
区
シ
ニ
ア
連
通
信

チ
ー
ム
「
三
宅
校
区
立
ば

な
し
隊
」
の
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
福
島
ひ
ょ
っ

と
こ
踊
り
を
そ
れ
ぞ
れ
披

露
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
の

惜
し
み
な
い
拍
手
に
包
ま

れ
、
両
チ
ー
ム
と
も
に
祭

り
に
大
い
に
花
を
添
え
ま

し
た
。

シ
ニ
ア
連
か
ら
も
2
組
出
演

 

ど
ん
た
く
に
花
添
え
る

三
宅
校
区

 

立
ば
な
し
隊

若
久
園

 

三
味
線
サ
ー
ク
ル

熱気あふれる静かな戦い

【大会結果】（敬称略）
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事業説明会・リーダー研修会

施設見学会

　

2
月
20
日
（
水
）、
ア

ミ
カ
ス
に
お
い
て
、
単

位
ク
ラ
ブ
会
長
、
友
愛

訪
問
班
長
、
校
区
女
性

部
長
、
校
区
青
年
部
長

等
を
対
象
に
事
業
説
明

会
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

（
南
区
健
康
教
室
併
会
）

を
開
催
し
、
1
9
2
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

1
部
で
は
南
区
福
祉
・

介
護
保
険
課
高
齢
者
福

祉
係
の
江
藤
係
長
よ
り

補
助
金
申
請
の
留
意
事

項
、
南
区
シ
ニ
ア
連
の

事
務
局
よ
り
友
愛
訪
問

に
関
す
る
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

3
月
5
日
（
火
）、
各

校
区
連
か
ら
34
名
の
参

加
の
も
と
、
施
設
見
学

を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
佐
賀
方
面
へ
。
佐
賀

市
に
あ
る
「
三
重
津
海

軍
所
跡
」、多
久
市
の
「
大

平
庵
酒
蔵
資
料
館
」、
小

城
市
の
「
牛
尾
梅
林
」

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

三
重
津
海
軍
所
跡
は
、

平
成
27
年
に
「
明
治
日

南
区
シ
ニ
ア
連
通
信

今
回
は
佐
賀
方
面
へ

 

近
代
化
の
歴
史
学
ぶ
旅

本
の
産

業
革
命
遺

産
、
製
鉄
・

製
鋼
、
造

船
、
石
炭

産
業
」
の

構
成
遺
産

の
一
つ
と
し
て
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
、
佐
賀

藩
が
独
自
に
西
洋
の
船

舶
技
術
の
導
入
に
取
り

組
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
、

自
ら
近
代
化
を
目
指

し
た
歴
史
が
あ
る
こ

と
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。

　

ま
た
、
大
平
庵
酒

蔵
資
料
館
で
は
酒
造

り
の
工
程
を
見
学
し

た
ほ
か
、
牛
尾
梅
林

で
は
咲
き
誇
る
約

5
千
本
の
満
開
の
梅

を
観
賞

し
て
佐

賀
を
後

に
し
ま

し
た
。

三重津海軍所跡にて

　

続
い
て
、
2

部
で
は
中
央
区

を
拠
点
に
活
動

さ
れ
て
い
る

ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
フ
ェ
ロ
ー

ズ
の
皆
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、

演
奏
を
聴
き
、

声
を
出
し
て
歌

う
こ
と
で
、
心

と
体
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
が

で
き
る
よ
う
に
「
一
緒

に
唄
お
う
懐
か
し
の
メ

ロ
デ
ィ
」
と
題
し
て
楽

し
い
お
話
と
フ
ル
ー
ト
、

ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
は
美
し
い
音
色
に

包
ま
れ
、
癒
し
の
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

美しい音色とともに
 楽しいひととき

ミュージック・フェローズ
の皆さんによる演奏
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民法（相続法）改正遺言書保管法の制定

相続に関するルールが大きく変わります
～高齢化の進展等に対する対応～

平成 31年（2019年）1月から
段階的に施行されます

①自筆証書遺言の財産目録をパソコン等で作成
することを可能とすること

 ………2019年 1月 13日

②原則的な施行期日（①、③、④以外の規定）

 ………2019年 7月　1日

③亡くなられた方の配偶者がそれまで住んでい
た建物に住み続けられやすくするための方策

 ………2020年 4月　1日

④法務局において自筆証書遺言を保管する制度

 ………2020年 7月 10日

　民法では、相続に関するトラブル防止のために、相続の基本
的なルールが定められており、この部分を「相続法」といいます。
　長年、相続法の大きな改正は行われていませんでしたが、高
齢化などの社会環境の変化に対応するため、この度大きな見直
しが行われました。

■配偶者の居住の権利
　亡くなられた方の配偶者がそれまで住んでいた建
物に住み続けられやすくするための方策が新設され
ます。

■預貯金の払戻し制度
　遺産分割の前でも亡くなられた方の預貯金を一部
払い戻すことができるようになります。

■自筆証書遺言の方式緩和
　自筆証書遺言を作成するときに、財産目録につい
ては手書きで作成する必要がなくなります。

■遺言書保管法
　法務局において自筆証書遺言を保管する制度が新
設されます。

■特別の寄与の制度
　亡くなられた方の親族で療養看護等を行った方
は、相続人に対し、その貢献に応じた金銭を請求す
ることができるようになります。

相続法改正の主な内容

詳しくは法務省ホームページをご覧ください 法務省民事局　相続法
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交 付 受 付

【交付期間】 9 月 2日 ( 月 ) ～
【 受 付 時 間 】 午前９時～午後５時
　　　　　　　　（土・日曜、祝休日、年末年始を除く）
【交付場所】 区役所本館１階 101会議室
※ 1 0 月 15日（火）以降は、
　 区保健福祉センター２階 62番窓口

交 付 対 象 者

　区内に住民登録をしている満 70 歳以上で、平成
31年度の介護保険料所得段階区分 1～ 7の人。
★ 身体障害者手帳・療育手帳・戦傷病者手帳・被爆
者手帳をお持ちの方は、別の窓口（障がい者福祉
係ほか）となります。

申 請 に 必 要 な も の

①本人の印鑑（朱肉を使うもの。スタンプ印は不可）
②本人を確認できるもの（健康保険証・介護保険
　証など）
③「交通用福祉ＩＣカード」（これまで交付を受けた方）
※ 代理申請の場合は①～③に加え、代理人の本人確認
書類が必要（運転免許証、健康保険証などの原本）。

日　程 校　区

2日(月)

※混雑が予想されます
指定なし

3日（火）〜5日(木) 西長住・曰佐・東若久

6日（金）〜10日(火)

※土曜休日を除く
若久・玉川・花畑

11日（水）〜13日(金) 柏原・老司・野多目・長住

17日（火）〜19日(木)
東花畑・横手・高木・

西花畑・弥永西

20日（金）〜25日(水)

※土曜休日を除く
西高宮・長丘・三宅・大池

26日（木）〜30日(月)

※土曜休日を除く

大楠・塩原・筑紫丘・

鶴田・弥永

※10月１日（火）以降は校区別の指定はありません。

【9月度 校区別日程表】

◎  12 月 27日（金）までなら同じ金額分を受け取
れます。今年度も ICカードを希望する人で、カー
ドの残額に余裕がある人は、10月以降のお越し
をお勧めします（カードの残額が 8,000 円を超え
ていると、受け取りができない場合があります）。
◎午前中よりも 15 時以降のほうが比較的空いて
   いる傾向にあります。
◎「校区指定」にご協力ください。
◎円滑な交付のため「申請に必要なもの」を今
   一度ご確認ください。

９月は
大変混雑いたします

ご注意!

9月2日（月）から新年度分の

高齢者乗車券を交付します！
　福岡市では、高齢者の社会参加を促進するために交
通費の一部を助成する高齢者乗車券を交付しています。

【それ以外の期間】
南区保健福祉センター　福祉・介護保険課高齢者福祉係
TEL:092-559-5127　FAX:092-512-8811

【お問い合わせ】

【8月9日（金）～9月30日（月）】
専用コールセンター
TEL:0120-502-633　FAX:0120-880-219
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■
短
歌
■

清す
が

し
朝
老
い
ど
ち
集
い
公
園
を

　
掃
き
清
め
た
り
令
和
の
初
日

　

西
高
宮
校
区　

緑
寿
会�

中
山　

笙
子　

い
つ
と
な
く
字
読
み
は
じ
め
し
ま
な
孫
へ

　
初
め
て
の
手
紙
ほ
の
ぼ
の
と
書
く

　
若
久
校
区　

若
四
笑
顔
の
会�

原　
　

勝
興　

お
ぼ
ろ
月
夜
が
湖
畔
を
照
ら
す

　
桜
散
り
宴
の
後
の
静
け
さ
に

　
大
池
校
区　

大
池
１
丁
目
２
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

金
子　

利
貞　

年
老
い
て
考
え
る
事
多
し
日
々

　
亡
夫つ
ま

に
と
え
ど
も
　
返
事
か
え
ら
ず

　
東
若
久
校
区　

若
久
６
丁
目
４
区
若
葉
会�

内
野　

恵
美
子

初
夏
の
径み
ち

麓ふ
も
とを
飾
る
つ
つ
じ
園

　
爽さ
わ

や
か
に
五
月
の
空
の
鯉
の
ぼ
り

　

筑
紫
丘
校
区　

若
寿
会�
真
名
子　

澄
子

■
川
柳
■

電
話
詐
欺
と
ら
れ
る
ほ
ど
の
金
ほ
し
い

　

花
畑
校
区　

花
畑
第
1
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

平
井　

久
美
子

の
み
助
は「
令
和
」よ
り「
ち
く
わ
」が
良
い
と
言
い

　

玉
川
校
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
橋�

永
留　

聖
紀　

シ
ニ
ア
い
り
す
す
め
ら
れ
て
も
ま
だ
ま
だ
と

　

筑
紫
丘
校
区　

若
寿
会�

神
武　

美
枝
子

ボ
ケ
た
ふ
り
で
き
ぬ
と
な
い
て
再
ち
ょ
う
さ

　

筑
紫
丘
校
区　

若
寿
会�

神
武　

美
枝
子

同お

な

い時
歳
親
し
い
者
ほ
ど
先
に
逝
く

　

大
池
校
区　

大
池
１
丁
目
２
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

金
子　

利
貞　

元
気
で
る
魔
法
の
言
葉
孫
来
る
よ

　

東
若
久
校
区　

若
久
二
区
新
町
若
葉
会�

行
武　
　

穂　

な
ぜ
急
ぐ
そ
れ
程
安
く
な
い
命

　

東
若
久
校
区　

柳
３
若
久
会�

松
田　
　

稔　

■
俳
句
■

広
重
の
空
の
色
な
り
花
夕
べ

　
東
若
久
校
区　

二
区
若
久
会�

木
村　

悦
子　

地
域
カ
フ
ェ
集
ふ
楽
し
み
若
葉
風

　
東
若
久
校
区　

柳
３
若
久
会�

田
瀬　

シ
ゲ
ノ

塀
越
し
に
隣
と
話
す
木ぼ

け爪
の
花

　

東
若
久
校
区　

柳
３
若
久
会�

大
平　

敏
夫　

昼
寝
覚さ

め
手
櫛
に
応
ず
電
話
口

　

筑
紫
丘
校
区　

若
寿
会�

花
田　

眞
治　

箸
置
き
は
沢
の
小
石
や
心
と
こ
ろ
て
ん太

　

筑
紫
丘
校
区　

若
寿
会�

花
田　

眞
治　

人
文
字
の
令
和
美
し
花
菖
蒲

　

曰
佐
校
区　

曰
佐
１
丁
目
明
生
ク
ラ
ブ�

下
田　

賢
三
郎

葉
櫻
や
世
の
移
ろ
い
の
早
き
こ
と

　

曰
佐
校
区　

曰
佐
１
丁
目
明
生
ク
ラ
ブ�
下
田　

賢
三
郎

筑
紫
路
の
蛇
行
ま
ぶ
し
き
春
の
川

　

曰
佐
校
区　

曰
佐
５
丁
目
明
生
ク
ラ
ブ�

西
崎　

邦
子　

護
摩
札
に
嬰
あ
か
ご

の
名
加
ゆ
梅
二
月

　

曰
佐
校
区　

曰
佐
５
丁
目
明
生
ク
ラ
ブ�

西
崎　

邦
子　

北
国
の
訛
な
ん
だ
か
暖
か
い

　

曰
佐
校
区　

曰
佐
５
丁
目
明
生
ク
ラ
ブ�

西
崎　

邦
子　

友
を
待
ち
二
両
見
送
る
余
花
の
駅

　

西
高
宮
校
区　

緑
寿
会�

落
合　

ム
ツ
子

日に
っ
ぽ
ん本
の
色
と
香
り
の
桜
餅

　

西
高
宮
校
区　

市
崎
ワ
ン
・
ツ
ー
会
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

吉
武　

草
径　

舟
唄
の
流
れ
て
余
花
の
川
下
り

　

西
高
宮
校
区　

平
和
第
一
福
寿
会�

工
藤　

友
子　

バ
ス
停
の
バ
ス
待
つ
列
に
余
花
の
風

　

西
高
宮
校
区　

平
和
第
一
福
寿
会�

逆
瀬
川
志
津
子

無
人
駅
無
人
の
ベ
ン
チ
余
花
の
散
る

　

西
高
宮
校
区　

平
和
さ
く
ら
会�

牟
田　

恵
美
子
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編集後記
　今後も、会員の皆様に愛される
読みやすい紙面づくりを目指します。

編集委員一同
部会長　　森　申二郎（高　木）
副部会長　武田　文雄（長　住）
部　員　　奥　　正継（大　池）
部　員　　今村　義徳（横　手）
部　員　　勝野　宗朗（野多目）
部　員　　福田　孝子（弥　永）
部　員　　徳永 アヤ子（東花畑）

就
任
あ
い
さ
つ

　
今
年
3
月
に
福
岡
市
役
所
を
定
年

退
職
し
、
4
月
か
ら
南
区
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
事
務
局
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

八
尋
と
申
し
ま
す
。

　
現
役
時
代
、
就
労
を
通
じ
て
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
を
行
う
「
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
に
勤
務
し
た

経
験
が
あ
り
ま
す
。
地
域
に
根
差
し

た
仲
間
づ
く
り
と
い
う
点
に
お
い
て
、

入
口
は
違
え
ど
も
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」

も
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
と
い
う

目
的
は
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
人
生
百
年
時
代
、
高
齢
者
本
人
は

も
と
よ
り
、
家
族
や
周
囲
の
者
に
と
っ

て
い
つ
ま
で
も
健
康
で
活
発
に
生
き

ら
れ
る
こ
と
は
何
よ
り
で
す
。
そ
し

て
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
ひ
い

て
は
医
療
費
や
介
護
費
等
の
節
減
に

貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
市
民
や
行
政

に
も
っ
と
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
の
事
業
を
よ
り

多
く
の
市
民
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

仲
間
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
活
動
を

微
力
な
が
ら
支
え
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。南

区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局
長
　
八
尋
　
方
生

　
７
月
10
日
（
水
）、
南
市
民
セ

ン
タ
ー
に
て
南
区
シ
ニ
ア
演
芸

大
会
を
開
催
し
、
特
別
出
演
を

含
む
31
組
2
4
6
名
が
出
演
し

ま
し
た
。

　

開
会
式
に
て
森
山
会
長
よ
り

「
日
頃
の
練
習
成
果
を
遺
憾
な
く

発
揮
さ
れ
、
感
動
を
与
え
る
こ

と
で
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
の

輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
市
大
会
出
場
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の

生
き
が
い
披
露
！

 

芸
で
身
も
心
も
元
気
に

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
有
川

南
区
長
よ
り
「
舞
台
と
観
客
が

一
体
と
な
っ
て
、
有
意
義
な
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
激
励
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
は
、
い
よ
い
よ

演
目
へ
。
各
校
区
連
か
ら
推
薦

さ
れ
た
26
組
の
精
鋭
が
演
芸
を

披
露
し
ま
し
た
。
優
し
い
音
色

に
癒
や
さ
れ
た
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、

【熱演賞】
ダンス　モーニング体操（筑紫丘）

「パリ野郎」

【
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
】

フ
ラ
ダ
ン
ス
　
ヴ
ァ
ア
ヒ
ラ
福
岡（
花
畑
）

「
ク
ウ
　
プ
ア
　
サ
ク
ラ
」

【アイデア賞】
フラダンス　Lino Ohi Ohi（東若久）

「糸」

元気に、熱くダンスを披露

第 45 回
南区シニア
演芸大会

華
や
か
な
フ
ラ
ダ
ン
ス

自慢のチームワークを発揮

91 歳の
ダンサー

常
夏
の
ハ
ワ
イ
を
思
わ
せ
る
よ

う
な
優
雅
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
美

し
い
声
が
一
体
と
な
っ
た
感
動

の
コ
ー
ラ
ス
な
ど
、
ど
の
団
体

の
演
芸
も
見
応
え
の
あ
る
も
の

ば
か
り
で
し
た
。

　

会
場
で
は
出
演
者
の
登
場
時

に
「
待
っ
て
ま
し
た
！
」
と
声

援
が
あ
が
っ
た
り
、
あ
た
た
か

な
拍
手
で
出
演
者
に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
り
し
た
ほ
か
、
歌
を
口

ず
さ
ん
だ
り
、
手
話
ダ
ン
ス
を

真
似
た
り
な
ど
し
て
最
後
ま
で

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
は
12
ペ
ー
ジ
）

息ピッタリの優雅な民舞

【演技賞】
民舞　瑳地秀会花畑教室（花畑）
「山菫（やますみれ）」
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　このたび「南区シニア連だより」の発行にあたりまして、広告掲載のご協力をいただき、誠にありがとうございました。
　本紙は、会員の生きがい・健康・教養を高めながら交流の輪が広がることを願って発行いたしております。今後とも、
どうぞ温かいご支援をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 南区シニアクラブ連合会

スポンサーの皆様へお礼

オカリナ演奏　ocarina遊美（鶴田）
「てんとう虫のサンバ/高原列車は行く」

手話ダンス　柏原すみれ（柏原）
「時の流れに身をまかせ」

女声コーラス　ふよう西高宮（西高宮）
「あの素晴しい愛をもう一度/ふるさとは今もかわらず」

民舞　渡辺民舞教室（鶴田）
　　「お久しぶりね」

　

全
演
技
終
了
後
、
閉
会

式
に
移
り
ま
し
た
。
審
査

委
員
長
の
森
山
会
長
よ
り

「
回
を
重
ね
る
ご
と
に
各

組
と
も
に
演
技
が
向
上
し

て
お
り
、
審
査
に
大
変
苦

労
し
ま
し
た
」
と
の
講
評

が
あ
り
、
各
賞
の
発
表
と

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
、
最
優
秀

賞
と
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

4
組
は
、9
月
4
日
（
水
）

に
福
岡
市
民
会
館
で
開
催

予
定
の
福
岡
市
高
齢
者
保

健
福
祉
大
会
に
て
、
南
区

代
表
と
し
て
演
技
を
披
露

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

■■ 第 45回南区シニア演芸大会 ■■

南区代表
 4組選出

審査員泣かせの大会


